
　私が理事長を勤める能楽協会では、若い世

代の観客にアピールするような企画を、若い

役員の人たちに考えてもらい、第十一回ユネ

スコ記念能として国立能楽堂で実施致しまし

た。五つの流儀が、同じ曲、同じテーマで演

じるという内容で、これまで避けてきたやり

方ですが、演者は互いに競い合う「立ち合い」

の心を知り、観客も受身に観るだけではなく、

「勝負を判定する」に近い、積極的な関わり

を持ち得たようです。能楽の世界に迎え入れ

たいという思いが若い観客に伝わったと言え

るでしょう。

　伝承に生きている人間にとっての使命とは、

伝えられて来たものを己の舞台表現としてい

かに時代に位置づけるかです。また、後継者

を育てることも大切な役割として担っていま

す。もう一つの、実演家が持つべき重要な要

素は、プロデューサーとしての力ではないで

しょうか。自己の技芸の研鑽と後継者育成と

ともに、企画制作力がある。若い人たちに企

画制作を委ねたのも、そういった意図からで

した。芸団協前会長の中村歌右衛門さんも、

お若い頃、「莟会」を主催なさっており、こ

の三つのことに挑戦なさったのは、先人とし

て実に素晴らしいことです。

　時代に生きるということは、時流に乗ると

いうこととは異なります。時流は線香花火に

終わってしまうことが多いものですが、伝承

は生き続けます。親から子へ、子から孫へ伝

えられ、古いものが新しく再生されていく。

時代に生きた芸は歴史に残るのです。芸能に

感動するということは、心そのものが働いて

いないと生まれてこないのではないでしょう

か。私たちは幼いころから稽古を受け、本能

的に身体で感じ五感を磨いて来た。そういう

ものがないと人前で己を晒すことはできませ

ん。己の内なるもの、身体の充実感がないと

観客を前にすることはできません。能舞台は

どこからでも見られるようにできています。

そういう空間に耐えられるようにしておかな

ければなりません。

　世阿弥の言葉に「離見の見」というものが

あります。己のやっていることを己の外から

客観的に見ることを説いた言葉で、「初心忘

るべからず」を原点とすれば、この言葉は稽

古を積んだ上で発見される境地なのですが、

それはまた舞台に向かう観客の視点でもある

のです。そっぽを向いている観客を舞台に向

かわせる、劇場空間に招き入れる、招き入れ

た観客を絶対逃さない芸をやらなければなら

ない。こういったことも実演家の大切な仕事

になると思います。私も、たくさんの学校へ

行って、小中学生に狂言を観てもらいまし

た。子どもたちにこんなものは二度と観たく

ないと思わせたらご先祖に申し訳ない。この

子どもたちとの一期一会の出会いが自分の人

格形成、舞台のバックボーンになって今日を

生きています。（談）
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NEWS 夏休み、どこに行こう？  何をしよう？  編集チームが行きたい！  参加したい！  を集めてみました。

全国各地でのフェスティバル 夏はやっぱり、お祭り！ みんなで踊ろう！

サイトウ・キネン・フェスティバル松本
長野県松本市で開催される音楽祭。
8月12日～9月7日、世界で活躍する
音楽家によるオーケストラ、オペラ、室
内楽の公演や若手育成のプログラム
が目白押し。チケットに関するお問
い合わせは、チケット・インフォメー
ション（tel：0570- 063-050）まで。

アース・セレブレーション2013
8月23日（金）～25日（日）新潟県佐
渡市を拠点とする太鼓芸能集団「鼓
童」が開催している野外フェスティ
バル。佐渡の豊かな自然の中でコン
サート、ワークショップ、さまざまなパ
フォーマンスが繰り広げられる。（鼓
童チケットサービス tel：0259-86-
2330）

キジムナーフェスタ2013
こどものための国際演劇フェスティ
バル。7月20日～28日の会期中、沖
縄市の複数の会場で各国の演劇、
人形劇、ダンス、サーカスなどの公
演が楽しめる。シンポジウムやワー
クショップなども開催される。（キジ
ムナーチケットセンター tel：098-
921-2100） www.kijimuna.org

第32回 浅草サンバカーニバルパレードコンテスト
浅草で開かれるサンバカーニバル。
馬道通り～雷門通りでパレードコン
テストが行なわれる。ダンスのみな
らず躍動感、衣裳、演奏などの審査
項目からなり、出場者も真剣勝負。8
月31日（土）午後1時～6時（コンテス
トは1時半より）。

フェスティバルFUKUSHIMA!
2011年の東日本大震災を受け、活動
を始めたプロジェクトFUKUSHIMA! 
今年は街なか広場に櫓を立て、8月
15日（木）にアーティストと参加者た
ちが一緒にオリジナル盆踊り「ええ
じゃないか音頭」を踊る。事前に踊
りや音楽のワークショップも。www. 
pj-fukushima.jp

阿波おどり
徳島県で発祥した400年を越える歴
史を持つ盆踊り。「何は無くても阿波
おどり」の心意気で8月12日（月）～
15日（木）の期間中、徳島市内の各
地が賑わう。（徳島市観光協会tel：
088-622-4010）高円寺（東京都杉
並区）や越谷（埼玉県越谷市）でも8
月24日、25日に開催される。
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　ここに芸団協CPRAは、新しい広報誌「SANZUI」を創
刊致します。わが国は、能や歌舞伎、文楽をはじめとする
伝統芸能から、明治以降に西欧から移入され､また新た
に創られたさまざまな音楽や演劇、舞踊、演芸、映像まで、
まさに実演芸術の宝庫であります。そしてお家芸ともいえ
るIT技術とあいまって、優れた音楽や映像コンテンツが
次 と々生み出され、海外でも高く評価されています。これ
らの実演芸術の素晴らしさ、楽しさ、感動を、幅広い世代
に知っていただき、一人でも多くの方に体感していただき
たいという思いを込めて、この「SANZUI」を創刊する運
びとなりました。
 「SANZUI」は「演ずる」の偏である「氵」のことで、水の
流れを象形化したものです。水のように人々の身体の中
に深く浸透し、潤し、生命を育む。実演芸術もあらゆる人
たちの生命を育み、生きる喜びと感動を共有し、明るい未
来を創ることができると信じて、命名しました。
　この小冊子の表紙をご覧下さい。そうです。この表紙は
緞帳であり、この「SANZUI」は劇場なのです。横にして一
幕一幕、そっとめくって、そこに繰り広げられる舞台をゆっ
くりお楽しみ下さい。表紙の写真は生まれたての赤ちゃ
んです。生まれるとすぐに泣いて、自分の存在をアピール
し、何かを訴えています。これこそ人間の初めての表現で
あり、実演芸術の本質だといえましょう。赤ちゃんのように
純粋な心で、いま産声を上げた「SANZUI」に、どうぞご期
待下さい。そして芸団協CPRA共々、今後ともご愛顧とご
支援を賜りますよう、お願い申し上げます。
【編集人/松武秀樹】
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